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研究成果の概要（和文）：社会的動機づけ形成の階層的神経基盤の全体像を明らかにするために、他者と競合する条件
で課題を行う群（競合群）と他者と競合しない条件で課題を行う群（非競合群）において、課題遂行中の脳活動を機能
的磁気共鳴画像法によって計測した。競合群では、課題に対する内発的動機づけの高さと成績との間に有意な正の相関
を示したが、非競合群ではそのような相関は見られなかった。この結果と一致して、競合群では、前頭連合野外側部お
よび腹側淡蒼球の活動が成績と有意な正の相関を示したが、非競合群ではそのような相関は見られなかった。これらの
結果は、前頭連合野外側部と腹側淡蒼球が社会的動機づけに関与していることを示唆している。

研究成果の概要（英文）：In order to clarify the neural basis of social motivation, we randomly assigned 
participants either to a competitive group or to a non-competitive group and measured their brain 
activity by functional magnetic resonance imaging while they were performing an intrinsically motivated 
task. Participants were asked to rate the degree to which they enjoyed the task to provide a motivation 
score for the task. For the competitive group, the motivation score showed a significantly positive 
correlation with performance in the task. However, such a significant correlation between the motivation 
score and the performance was not observed in the non-competitive group. In accordance with the 
behavioral results, the lateral prefrontal cortex and the ventral pallidum showed a significantly 
positive correlation with the performance in the competitive group alone. These results suggest that the 
lateral prefrontal cortex and the ventral pallidum contribute to social motivation.

研究分野： 神経科学

キーワード： 動機づけ
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１．研究開始当初の背景 
ヒトが達成しようとする目標は単一で

ないため、ヒトの動機づけは、動物のそれ

よりも複雑かつ多様であり、目標の種類や

区分の仕方に応じて、さまざまな動機づけ

理論が提案されてきた 1。特に、ヒトは極め

て複雑な社会を構成して社会生活を営んで

おり、社会的な動機づけは、動物とは質的

に異なるレベルで発達していると考えられ

る。例えば、能力を高めることを目標とす

る達成動機づけにおいては、他者に勝つこ

とを目標とする「遂行目標」が、他者と関

係なく自己の能力を高める「習得目標」と

は質的に異なる目標として区別されている

2。また、動機づけの大部分は、自己の何ら

かの福利を高めることを目標とする利己的

動機づけに区分されるが、他者の福利を高

めることを目標とする利他的動機づけも、

人間性に深く関わる動機づけとして提案さ

れている 3。  

最近のヒト脳機能イメージング研究に

よって、社会的報酬も、非社会的報酬と共

通の脳領域、大脳基底核と大脳辺縁系によ

って処理されていることが示唆されている

4。これらの先行研究は、直接的ないし間接

的に、自己への報酬に対する脳活動を調べ

ることが目的となっており、社会的、非社

会的を問わず報酬情報は、大脳基底核と大

脳辺縁系に収斂し、そこが全ての報酬情報

処理の最終共通路として機能することを示

唆するに止まっている。 

しかし、社会的動機づけでは、非社会

的な動機づけと較べて、報酬情報の最終共

通路である大脳基底核と大脳辺縁系に到る

までに、より多段階の情報処理プロセスを

経ると考えられ、社会的動機づけの方が、

非社会的動機づけよりも高次であると考え

られる。社会的な動機づけは、衣食住など

物質的あるいは生理的な欲求が満たされて

はじめて生じるという「欲求の階層性」が

あるとする考えもある 5。実際、社会的な評

判を高めたいという社会的動機づけを調べ

る脳機能イメージング研究では、系統発生

的に古い脳領域に加えて、新しい脳領域で

ある前頭連合野内側部の活動が高まること

が最近報告されている 6。 

２．研究の目的 
社会的動機づけ形成の階層的神経基盤

の全体像を明らかにするために、被験者を、

他者と競合する条件で課題を行う群（競合

群）と他者と競合しない条件で課題を行う

群（非競合群）にランダムに振り分け、動

機づけ課題遂行中の脳活動を、機能的磁気

共鳴画像法（fMRI）によって計測する。 

 

３．研究の方法 
動機づけの神経基盤を調べるのに最適

なストップウォッチ課題 7 を課題として用

いる。ストップウォッチ課題とは、画面に

呈示されたストップウォッチを、5.00 秒で

止めるという簡単なものであり、成功時に

は画面上部の得点板のポイントがアップし

ていき、どれくらい上手く課題をこなせて

いるかを知らせるようにする。この課題は、

動機づけの神経活動を検出するのに最適な

課題である。動機づけが十分に保たれるこ

とが確認されている先行研究の条件と同様

に、自分でボタンを押してストップウォッ

チを止めるストップウォッチ課題を 30 試

行と、ストップウォッチが自動的に止まる

のを見てからボタンを押すコントロール課

題 30 試行をランダムな順に混ぜて１セッ

ションとする。 

競合条件では、同時に参加する二人の

被験者にそれぞれ１セッションずつ、この

課題を行ってもらい、そのポイントを両者

の間で競ってもらう。それぞれの報酬金額

は、それぞれの獲得ポイントに応じて別々

に決定する。その際の脳活動を、fMRIを用

いて計測する。そして、成功した際に、ど

の脳領域がどの程度活動を高めるか、また、 



 

ストップウォッチ課題の開始を示す手がか

り刺激が呈示された際に、どの脳領域がど

の程度活動を高めるかを解析する。 

 
４．研究成果 

両群とも第１セッションは他者と競合し

ない同一の条件で課題を行い、ストップウ

ォッチ課題の開始時およびストップウォッ

チ課題における成功時に活動の上昇する部

位を、動機づけに一般的に関わる部位とし

て調べたところ、前頭連合野外側部および

腹側淡蒼球が同定された。 

第２セッションでは、競合群は他者と競

合して、非競合群は他者と競合することな

くストップウォッチ課題を遂行した。第２

セッション後、ストップウォッチ課題に対

する内発的動機づけの高さを質問紙によっ

て調べたところ、内発的動機づけの高さに

は有意な群間差は認められなかったものの、

競合群では、第１セッションにおける成績

の高い被験者ほど内発的動機づけが高いと

いう有意な正の相関を示したが、非競合群

ではそのような相関は見られなかった。 

この行動の結果と一致して、競合群では、

第１セッションの成績が高い被験者ほど、

第２セッションにおける前頭連合野外側部

および腹側淡蒼球の活動が高く、有意な相

関を示したが、非競合群ではそのような相

関は見られなかった。 

これらの結果は、前頭連合野外側部と

腹側淡蒼球が社会的動機づけに関与して

いることを示唆している。さらに社会的

動機づけの階層性にアプローチするために

は、競合と非競合とを被験者内で区別する

など、競合と非競合との間の違いにより感

受性の高い課題デザインを用いて、更に検

討を加える必要がある。 
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